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トピック１ 私はこんな面白い研究をやっています！！

伝統木造技術の再評価

①板倉構法の研究

・伝統的木造技術のひとつである板倉構法

→柱に溝を彫り、厚板を落とし込む構法

・各地域でどのように変遷してきたか

②伝統民家構法の研究

・日本・アジアの民家構法の仕組み

（作り方・建築文化・変遷）を調査



トピック２ 私の研究はこんな風に発展します！！

○板倉構法の構法開発

・新住宅構法として板倉構法のモデル開発

→板倉構法を利用した住宅構法の提案

木による空間・地域技術による建設

地域産材の利用

→応急仮設住宅(いわき市)

○歴史的建築の再生改修設計

・伝統構法による民家の改修

→地域文化を継承する民家



トピック３ 地域社会にこんなスタイルで貢献したいです！！

○地域資源の再発見

・地域の歴史や文化を継承した建築

・地域建築文化の掘りおこし

ex）飯豊町の屋敷林かざらいと民家

ex）中山町の柏倉家住宅

○地域資源を活かした建築設計

・民家再生

・伝統を現代に活かす建築

ex）かざらいの仕組みを応用した小屋
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トピック４ 若手研究者としての私の夢！！

○伝統的な木造技術の再評価

・伝統的な木造の仕組みを活かした

現代的な木造構法を開発したい

○伝統的な技術を活かした構法開発

・伝統的な茅葺き民家の仕組み

地域資源循環、農村景観の継承、

防火・施工性・居住性を確保した

現代的な茅葺き構法を開発したい


